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■ 要  旨 ■ 

都市沿岸部は、河川、下水道および海岸からの影響に対して脆弱性を有しており、近年、このような都市沿岸部

が想定を超える事象によって浸水被害を受けるケースが多く見受けられる。著者らは、これまで沿岸域を対象とした

津波や高潮等のシミュレーションモデルを構築してきた。しかしながら、著しく都市化した沿岸部においては、都市

河川や下水道といったインフラの影響を考慮することが、都市沿岸部の防災計画を考える上で非常に重要である。

本研究では、高潮だけでなく、上述の様々な氾濫因子を考慮した統合氾濫予測モデル（シームレスモデル）を開発

し、代表的な都市河川である鶴見川流域に適用した。また、ケーススタディを通じて、降雨や高潮が同時に作用し

た場合等の複合外力に対する流域の氾濫特性を分析した。さらに、数値予報 GPV を入力とした予測解析を行い、

リアルタイム予測へのモデルの適用性や課題について考察を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ シームレスモデルの模式図 図－１２ 浸水解析結果（降雨＋高潮のケース） 


